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法人より、再雇用制度の見直し案が 
提示されました 

 
10 月 30 日の団体交渉事項として、再雇用制度の見直し案（いわゆる無年金問題への対

応）が法人より提示されました。配布された全ての資料をここに添付致します。 

 

示された案において、現行制度（再雇用職員就業規則 

http://www.kit.ac.jp/01/prescriptions/act/frame/frame110000097.htm）との大きな違

いは、下記の通りです。 

・ 勤務形態について：フルタイム勤務と短時間勤務の選択性であること 

・ 給与、賞与について：級の区分、期末および勤勉手当の割合が変更されること 

・ 業務内容について：ビューローではなく退職時あるいは在職中の担当業務に従事する

とされること 

 

 業務については、本人の意向を聴取し配置する部署の意向と合わせて決定すると説明

がありましたが、明確な基準等は示されていません。資料には、対応案として事務職の

例が示されていますが、技術職についての具体的例がなく、法人側に確認する必要があ

ります。さらに、給与級が決定される基準についても明らかにしなければなりません。 

 また、資料では公務員準拠とされる 1〜7級までの給与体系案が示されています。これ

は、フルタイム勤務の場合に対応するものですが、短時間勤務の場合の金額についても

気になるところです。 

 

 まずは、皆様にこの案について精査をお願い致したく存じます。団体交渉のあとに、

11 月の代議員会で討議いたしますので、ご意見や疑問を代議委員、執行委員にお寄せ下

さい。 

 

（添付資料）法人からの配付資料（A4版計 4枚） 

1. 再雇用制度の見直し（案） 

2. 再雇用制度の見直し案（イメージ図） 

3. 再雇用職員の給与体系と年間所得について（参考） 

4. 給与体系の見直し 
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